
公表：令和6年3月31日

事業所名：三島市児童発達支援事業所

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確

保されているか
27 1 1

外遊びのスペースが

もっと広いといいと思

う。

こども園の中のいろい

ろな場所で活動で来て

いて良いと思う。

幼稚園・保育園の園庭を使

用させていただくようにし

ていきます。引き続き、遊

戯室の使用について連携を

とりながら、広い場所で活

動できるようにしていきま

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 27 1 1

いろいろな先生がいつ

も見てくれてとても安

心感があります。

朝の受け入れ時、子ど

もが増えてきた時も、

先生が1‐2人の時が何

回かあり部屋から出て

行ってしまう子の対応

をしていると、見ても

園児受け入れ時の職員の配

置や子どもや保護者対応時

に、職員の配置が柔軟に行

えるようにし、どなたから

も安心していただけるよう

にしていきたいと思いま

す。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造

化された環境※1になっているか。ま

た、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等へ

の配慮が適切になされているか

27 1 1

行き帰りの階段はバリ

アフリーではないと思

う。靴を脱ぎ履きする

所が幼稚園の教室の前

なので集中を欠くと思

う。

教室は広く、視覚化さ

れていて良い。2階なの

で仕方はないが階段は

心配な時がある。バリ

既存の建物への移転だった

ことで、事業所の設備等

は、バリアフリー化されて

いないため、子ども達に配

慮した環境設定をしていき

たいと思います。靴を脱ぎ

履きするする所について

も、幼稚園と話し合いを

し、簡易的な環境設定をし

ていくようにしたいと思い

ます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ

る環境になっているか。また、子ども

達の活動に合わせた空間となっている

か

29
どこも清潔にされてい

て良いと思う。

常に、清潔で、心地よく過

ごせる環境の維持と、子ど

もの活動に合わせた環境設

定を行っていきます。

適

切

な

支

援

の

提

供
5

子どもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、児童発達支援計

画※2が作成されているか
28 1

個別支援計画はとても

わかりやすく保護者の

希望通りに作成してい

ただけています。

引き続き、保護者のニーズ

に配慮しながら、子どもの

成長に合わせた個別支援計

画を作成していきます。

、 6

児童発達支援計画には、児童発達支援

ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子ど

もの支援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設

定されているか

29

引き続き、ガイドラインに

沿った支援内容を設定し、

保護者への周知に努めま

す。

児童発達支援　保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）

保護者等数（児童数）29　回収数　29　割合　100％

区　　分

環

境

・

体

制

整

備



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
ご意見 ご意見を踏まえた対応区　　分

7
児童発達支援計画に沿った支援が行わ

れているか
28 1

児童発達支援計画に沿った

支援を行っていきます。

8
活動プログラム※3が固定化しないよ

う工夫されているか
28 1

活動プログラムが固定化し

ないよう「子どもの実態、

どのような目的で、どのよ

うな活動を行うのか」保護

者の方々にわかるように工

夫をし、周知に努めていき

ます。

10

運営規程、利用者負担等について丁寧

な説明がなされたか 29

引き続き保護者の方々に理

解していただけるように、

周知していきます。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」のねらい及

び支援内容と、これに基づき作成され

た「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか

29

引き続き保護者の方々に

「児童発達支援計画」を示

しながら、支援内容の説明

をしていきます。

12

保護者に対して家族支援プログラム

（ペアレント・トレーニング※4等）

が行われているか

26 2 1

ペアトレーニングはと

ても勉強になりまし

た。

日頃からいろいろな話

を聞いてもらって助

かっています。

センターと連携して、家族

支援として、ペアレントト

レーニングの講習を実施

し、実施に伴い、保護者に

講習について周知しまし

た。引き続き、多くの保護

者の参加を促していきま

す。

14

定期的に、保護者に対して面談や、育

児に関する助言等の支援が行われてい

るか

29

担任の先生だけではな

く、専門の先生（心理

士さん、小学校の指導

主事の先生）とも面談

できるのはありがたい

です。

発達支援センターと連携し

て、定期的な面談はもとよ

り、必要に応じて、面談を

実施しています。引き続

き、保護者との面談や、育

児に関する相談、助言がで

きるようにしていきます。

困ったことを相談させ

てもらうととても丁寧

に対応してくれて一緒

に考えてくれます。

いちご組は、曜日に

よって先生が違うた

め、伝えたことが伝

わっていないなと感じ

ることはありました。

日頃から子どもの状況を保

護者に伝え、子どもの健康

や発達の状況、課題につい

て共通理解してきました。

また保護者が相談しやすく

なるのではないかと、ＩＣ

Ｔ導入しました。

8

半数以上の保護者の方々

が、わからない等の評価と

なっていました。こども対

象のコンサートや日々の活

動に参加させていただく機

会を少しずつ持つようにし

ましたが、交流等の様子を

保護者にお伝えすることが

できていなかったので、今

後は、ＩＣＴを活用し、活

保

護

者

へ

の

説

明

等

13

日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの健康や発達の状況、課

題について共通理解ができているか

28 1

9

保育所や認定こども園、幼稚園等との

交流や、障害のない子どもと活動する

機会があるか

13 6 2



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
ご意見 ご意見を踏まえた対応区　　分

15

父母の会の活動の支援や、保護者会等

の開催等により保護者同士の連携が支

援されているか

22 5 2

同じクラスのお母さん

たちとグループワーク

の機会、交流の時間を

設けてほしい。

えがおのなかま会は他

の保護者の方のお話を

聞けたり、社会福祉士

さんのお話も聞けてよ

かったです。

参観会の前後や、えがおの

なかま会で、保護者同士の

連携がとれる場の設定をし

てきましたが、今後も多く

の方々が参加できるように

開催日、内容、方法等を工

夫していきたいと思いま

す。

16

子どもや保護者からの相談や申入れに

ついて、対応の体制が整備されている

とともに、子どもや保護者に周知・説

明され、相談や申入れをした際に迅速

かつ適切に対応されているか

27 2

併用している園の行

事、それに伴う練習が

必要でにこパルに登園

できない旨を担任に伝

えていても、改めて園

長から登園の話があ

り、先生方の伝達は

しっかりされているか

疑問に感じた。

保護者からの相談や申入れ

について、職員間で共有

し、丁寧にかつ迅速に対応

ができるように努めます。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮がなされているか
29

必要に応じて情報伝達をし

て参ります。

18

定期的に会報やホームページ等で、活

動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果を子ど

もや保護者に対して発信されているか

26 2 1

ホームページ等で、活動概

要や行事予定、連絡体制等

の情報や業務に関する自己

評価の結果を公表します。

19
個人情報の取扱いに十分注意されてい

るか
28 1

お友達の連絡ノートや

面談の記録が間違えて

入っていることが2回

程ありました。

個人情報の取り扱いには二

重チェックするなど十分配

慮していきたいと思いま

す。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定

し、保護者に周知・説明されている

か。また、発生を想定した訓練が実施

されているか

29

４施設合同訓練（年２回）防

犯訓練（不審者侵入訓練）年

１回を共に行い、にこパルで

の個別の避難訓練も月１回実

施しています。今後も訓練を

実施する中でいろいろな場面

に対応できるよう努力してま

いります。緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等について

は、繰り返し保護者に周知・

21

非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出、その他必要な訓練が行われ

ているか

29

非常災害の発生に備え、定

期的に避難、救出、その他

必要な訓練が行うようにし

ていきます。

令和５年度には、交通安全

教室を実施しました。継続

していきたいと思います。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 28 1

一人ひとりに合った環境設

定や関りを大切にし、子ど

もたちが楽しみに通所でき

るように努力していきま

す。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

保

護

者

へ

の

説

明

等



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
ご意見 ご意見を踏まえた対応区　　分

23 事業所の支援に満足しているか 28 1

靴を自分で履いたり、

保育園でも朝の会で

座っていられるように

なりました。

子どもの豊かな成長や発達

に向けて個々に合った言葉

かけや関わりを保護者の

方々と一緒に考え、子ども

も保護shも安心して子育て

のできる環境づくりを目指

します。

満

足

度

この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所評価を
行っていただき、その結果を集計したものです。


